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一冊の本
古田武彦『失われた九州王朝」（朝曰文庫）（朝曰新聞社）
（図書館購入予定）
昔から，邪馬台国（古田説では邪馬壱国）に興味をもっていたせいで，古代に関する本を読み
漁ってきた。あるとぎ，表記の本を読んで以来，古田さんに取り懸かれてしまった。古田さんに
は多くの著書があり，何れも名著であるが，その中から－冊を選ぶとしたら，古代全般を取り
扱った表記の本を挙げたい。私が古田さんの著書に惹かれるのは，彼の学問探究の姿勢が真蟄で
あり，工科系の私ではあるが，研究とはこうあるべきだということを，まざまざと教えられるか
らである。文系の人はもとより，理系の人も，是非読んでいただきたい－冊である。次に，この
本の一端を紹介しよう。
奈良時代以前の我が国の歴史は，弥生時代として，簡単に片づけられている。これは残されて
いる文献が少ないから致し方ないことでもある。しかしながら，中国には，紀元前から７世紀ま
での我が国のことを記述した文献がいくつか残っている。三国志，後漢書，宋書，晴書，旧唐書
などである。これらの文献の内容は，従来，近畿天皇家に関する記述であり，古事記，曰本書紀
の内容と無理をしてでも対応させてきた。ために，至る所矛盾があり，諸説の紛々するところと
なっている。古田さんはこれらの文献に対する彫心鎮骨の研究から新説を唱えられ，快刀乱麻を
断たれた。それは，我が国には近畿王朝に先だって，筑紫を中心とした九州王朝があり，この王
朝は紀元前より７世紀に至るまで一貫していて，上記の文献の内容は何れも九州王朝に関する記
述であるというものである。
古田さんの説は非常に説得力があり，無量の感銘を受ける。それは，文献の一宇一句を綿密に
調べ抜き，科学的に実証することなしに，安易に原文改訂を行わず，論証の一つ一つを逐一明示
してあるからである。古田さんの説はノーベル賞にも値する画期的なものであると，私は思って
いる。しかしながら，我が国の歴史学会の閉塞'性によってか，黙殺されたままである。古田さん
の説に対する反論はあるが，何れも説得力は感じられない。古田さんは間違っていたと判断され
ることは修正され，その説は益々肉付けされていっている。いつの曰か，教科書に九州王朝が登
場し，我が国の歴史が一段と輝きを増す曰が到来することを願っている。最後に，古田さんは親
鶯に関する研究で金沢大学の焼鳥賞を受賞されていることを付け加えておく。
（工学部教授・電気・情報工学）
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須藤求馬をめぐって
一四高蔵書と北陸人類学会，北陸史談会一
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Iま成していないが，同一の蔵書印が捺され，
受け入れの日付から一括して寄贈されたと見
られるコレクツョソがある。蔵書印には「阿
波国住人須藤求馬」とある。四高和漢図書分
類15門のうち自然科学系等を除く１０門の調査
本学には第四高等学校から受け継ぎ今も光
彩を放つ多くの資料がある。１０万冊の四高蔵
書もその－つである。四高蔵書には北条文庫
等寄贈者の名を冠した特殊文庫が含まれる。
その中で，分類別に配架されまとまった文庫
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の結果，７７点を確認した。目録は後曰に譲る
が，江戸期の写本を中心に貴重な資料が含ま
れている。
史料を収集・研究し国史編纂に寄与すること
を目的とする。県内の教育関係者を中心に
300名の会員が数えられる。同年１１月には北
陸人類学会と相次いで発会式が行われるが，
当時の北国新聞には会場となった石川県尋常
師範学校で，まず発起人総代として須藤が登
壇し発会の趣意を述べたことが報じられてい
る。
北陸史談会員の浦井鐘一郎は，明治25年７
月須藤と同時に教授として四高に赴任し，昭
和７年まで在職した。四高蔵書には彼の没後
寄贈された「浦井文庫」がある。
明治25年春，創立間もない第四高等中学校
（明治27年第四高等学校と改称）で生徒が学
校当局に，教官の質の向上を求め更迭を迫る
という事件があった。この結果同年７月に異
動があり，教授６名助教授５名が新たに迎え
られた寄島砿に狩野亨吉，岡本金太郎らと
ともに須藤求馬がいた。安政４年（1857）生
まれであるから須藤は当時35歳である。須藤
はやがて同志とはかり北陸人類学会を創設す
る。学会の活動は明治期の考古学史を語る上
で注目され，学会が収集した考古学資料の一
部は資料館に収蔵されている。
北陸人類学会員には阿閉政太郎がいる。彼
の蔵書の一部は「阿閉文庫」となっている。
阿閉は金沢教会に属し長老として教会を支
え，私立金沢女学校（後の北陸学院）の設立
に尽力し，キリスト教主義小学校・私立英和
学校長であった人物である。
靴
ところで，明治29年６月に「神都名勝誌」
が「神宮教会本部」から四高に寄贈されてい
る。神官教金沢本部は香林坊大神宮内にあ
り，そこには北陸人類学会の事務所が置かれ
ていた。同学会の創立記念会とほとんどの例
会はここで開かれている。会員が採集した考
古学資料の多くは，後年四高に移されるが，
当時はここに保管された。本部長は神官北山
重正である。北山は須藤と並ぶ学会の中心人
物でありながら彼に関する'肩報は断片的でし
かない。北山と四高を結ぶ事項として，歌人
でもある北山が参加した「伊豆の舎歌会」
（『北辰会雑誌第七号』）とともに記'億してお
きたい。
もうひとつ須藤の金沢での活動に，北陸史
談会の創設がある。明治28年６月に四高の課
外活動である「史談会」の発会式が行われる。
発起人は須藤で，四高校内で70人の会員を擁
した。史談会の活動はしばしば「北辰会雑
誌」に取り上げられている。北陸史談会は四
高史談会が発展したもので，北陸地方の文書
(iii職ソ 須藤は明治30年２月教授に昇進する。同年
４月には四高創立１０周年記念式が行われ，同
月正八位に叙せられている。金沢で５年間を
過ごし，同年８月に熊本五高に転任する。明
治32年須藤が去って２年目の北陸人類学会の
創立第四周年記念会には，同地から「熊本地
方風俗談」を寄せている。
（金沢大学資料館）
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「備品支給命令及受領票」
納入欄に「須藤求馬キフ｣，日付は明治29年
４月２１日となっている。
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